


















































































































































































































































づけられ、合理化された行動とみるべきである」という（Giddens [1976] 1993: ⅷ
=1987: 5）。また、「社会は、はっきりと説明するのは決して容易ではない意味合
いにおいて、人間という主体が意識的に用いるスキルの結果である」（Giddens
[1976] 1993: 20=1987: 13）と述べたり、「社会の（相応な能力の）成員とはいずれ
も実際の経験から学んだ社会の理論家であるがゆえにこそ、《社会の生産》は現
































































































相対性や「構造の二重性」（duality of structure）（Giddens 1979: 5）、「二重の解
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釈学」（double hermeneutic）（Giddens 1976: 86）などと結びついている。「人類










































































































































































































































































































































Durkheim, Emile, [1895] 2004, Les règles de la méthode sociologique, Presses universitaires de
France. （＝1978，宮島喬訳『社会学的方法の規準』岩波文庫．）
Giddens,Anthony, [1976] 1993, New Rules of Sociological Method, Second ed. Polity Press.（＝
1987，松尾精文・藤井達也・小幡正敏訳『社会学の新しい方法規準』而立書房．）
Giddens,Anthony, 1979, Central Problems in Social Theory, Macmillan.（＝1989，友枝敏雄・今
田高俊・森重雄訳『社会理論の最前線』ハーベスト社．）
















Parsons, Talcott. , 1951, The Social System, Free Press.（＝1974，佐藤勉訳『社会体系論』青木
書店．）
塩原勉，1985，『社会学の理論Ⅰ』放送大学教育振興会．











長崎大学 多文化社会研究 Vol.3 2017
104
